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₁．概要
　鳴門市には，DOCOMOMO JAPAN（日本にお
けるモダン・ムーブメントの建築）に選定されるな
ど国際的に評価の高い市庁舎，市民会館をはじめ，
国内における公共建築 100 選に入る文化会館など，
増田友也の設計による近代建築の名作が 19 棟も現
存している。（図 -₁）
　増田友也は，京都大学工学部建築学科教授として
教鞭を執りながら，設計業務を行う，建築家であり
かつ建築論の研究者としてもその名を知られる。
　増田友也の建築の特徴と
して，構造方式を鉄筋コン
クリート造や鉄骨造とし，
その当時としては先進的な
構造技術である「ボールト
ラス構造」（図 -₁⑩）や

「シェル構造」（図 -₁⑪）
を採用し，建築物の構造体
を意匠に取り込んだ大胆な
空間演出が挙げられる。光
へのこだわりも強く，トッ
プライトやハイサイドライ
トといった建物の上部から
自然光を効果的に取り入れ
ているのも特徴である。（図
-₁❻⑯⑲）また，教育施

設においては平面計画にも特徴が見られ，生徒や幼
児の学びの場として探求された空間構成となってお
り，葡萄の房のように諸室が並ぶ「クラスターシス
テム」などが多く採用されている。（図-₁⑧⑮⑯⑰⑲）
　このような建築物が二十年間にわたり建設され続
けた背景として，高度経済成長による人口増加と豊
かであった鳴門市の財源があった。次の世代を担う
子供たちの教育に力を注ぐべく，最先端の教育施設
が建てられた。
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要旨：鳴門市には，昭和 36 年（1961）から昭和 56 年（1981）の 20 年間に，京都大学名誉教授　増田友也氏が設計
をした建築物が，市庁舎をはじめとして教育施設などの公共建築物が 19 棟ある。現在もそれらは残っておりモダニ
ズム建築として評価が高いものである。
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図 -₁　鳴門市にある増田友也の建築の分布
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₃．おわりに
　このようなモダニズム建築群が，鳴門市に多く
残っていることは，あまり知られておらず，徳島県
下全域，また，全国的にみても貴重な建築物群であ
る。経済的な理由，耐震性，老朽化等の課題はある
が，歴史的文化価値のあるモダニズム建物として，
正しいリノベーション行い有効活用していただきた
い。
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